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Development of a Nursing Intervention Program to Support their Life of
Adolescents with Chronic Disease and their Parents (2)
－Proposing New Nursing Intervention Methods for Adolescents
with Chronic Disease and their Parents
高 谷 恭 子 (Kyoko Takatani)＊
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第２報における研究の目的は､ 第１報で作成した【思春期の子どもと親が辿る“捻れ”移行アセスメントシート】に
基づき､ 慢性疾患をもつ思春期の子どもと親が主体的に病気とともに生きる生活を支える看護介入プログラムを作成す
ることである｡“捻れ”に移行する前の思春期の親子に対する看護介入とともに､ 捻れに移行している思春期の親子に対
する看護介入を本研究者が作成した｡ 看護介入プログラムについて､ 具体的な内容の修正や実現可能性などについて､
７名の小児看護専門看護師と１名の熟練看護師のそれぞれに面接調査を実施した｡ 得られた意見等を質的分析によって
妥当性の確保､ 洗練化を行った結果､ 慢性疾患をもつ思春期の子どもと親の生活を支える看護介入として､【病気と向き
合う姿勢を育てる基盤づくりpart.１】【病気と向き合う姿勢を育てる基盤づくりpart.２】【慢性疾患をもつ思春期の
子どもと親の生活を支える看護介入プログラムの手引書】を完成した｡ これらの看護介入プログラムを活用する上で､
親子の参加意思を前提とすることで､ 介入の強制を防ぎ､ 親子のペースを見守る介入計画で進めていくことが可能になっ
た｡ さらに､ 看護介入プログラムを進めていく中で､ 介入回数や介入内容の変更・修正していくことが実施上､ 重要で
あることの示唆を得た｡
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The purpose of this research is to propose nursing interventions based on the first report due to supporting
quality of life both adolescents with chronic disease and their parents. Especially, this is the second
report of a new nursing intervention program, and it creates a method of nursing interventions before
shifting to the‘nejire’of adolescents with chronic disease and their parents.
Nursing inventions, such as to modify the contents and to feasible the program, are evaluated by interviews
with eight nurses including seven certified nursing specialists of child health nursing, and one expert
pediatric nurse. As a result, nursing interventions are suggested that there are three considering：
[a handbook of nursing interventions to support quality of life both adolescents with chronic disease and
their parents], [the strategy of supporting to live in chronic conditions of adolescent with chronic disease
and their parents, part.１] and [the strategy of supporting to live in chronic conditions of adolescents with
chronic disease and their parents, part.２].
The nursing intervention methods could be successful if parents and patients are willing to participate in
their own care with medical staff. In addition, it is important for pediatric nurses to modify the contents
of their nursing interventions though feedback from adolescents and their parents.
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近年､ 慢性疾患とともにキャリーオーバーし
ていく子どもが増加している｡ 疾風怒濤の時代
と言われる思春期の時期を慢性疾患とともに生
きていくということは､ 慢性疾患をもつこと自
体の難しさが加わることとなり､ 親子関係はよ
り複雑になっていく｡ このような中であっても､
思春期の子どもと親は､ 互いが慢性疾患ととも
に生きる将来を方向づけ､ 主体的に生活を営む
ことができる存在であり､ 彼らが描く将来を歩
み続けることができるよう､ 継続的な看護支援
を提供することが思春期の子どもと親に関わる
看護者にとって責務であると考える｡ したがっ
て､ 本研究は､ 先行研究１)を基に､ 慢性疾患を
もつ思春期の子どもと親が､ 互いに主体的に生
活を営むことができるような看護介入の開発を
目的とした｡
第２報では､ 第１報で開発した【思春期の子
どもと親が辿る“捻れ”移行アセスメントシー
ト】に基づき､ 研究者が作成した､ 慢性疾患を
もつ思春期の子どもと親の主体的に病気ととも
に生きる生活を支える看護介入プログラムの開
発に焦点を当てて報告する｡
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１. 看護介入プログラム案の特徴
慢性疾患をもつ思春期の子どもと親の看護介
入プログラム案の特徴として､ 捻れに移行する
前の思春期の子どもと親､ 捻れに移行した思春
期の子どもと親という､ 捻れの移行時期に焦点
を当てた｡ 捻れとは､ 本研究者の先行研究であ
る､ 慢性状態にある思春期の子どもと親が相互
作用を通して､ どのように慢性状態を辿ってい
るのか､ 子どもと親が辿る病みの軌跡の構造化
を目的とした質的研究より見出された概念であ
り１)､ 思春期の子どもと親の間で､ 病気にまつ
わる認識のずれが生じているにもかかわらず､
そのずれを顕在化させずに今までの生活を送ろ
うとする中で少しずつ苦悩を抱え､ 苦悩が滲み
出ている状態のことを意味するものである｡ 捻
れは､ 思春期の子どもと親が慢性状態を辿る中
で必ず通る現象であり､ 捻れを乗り越えること
によって､ 親子それぞれの主体的な生活を方向
づけていくことが可能になる｡ 捻れに移行する
前の思春期の子どもと親は､ 幼児期から引き続
き比較的オープンな親子のコミュニケーション
パターンをとり､ 病気や療養法のことについて
親が尋ねれば子どもはそれ以上のことも含めて
答えるといった傾向が見られる｡ しかし､ 捻れ
の現象に移行していく親子のコミュニケーショ
ンは､ 親が尋ねても子どもは話さない､ 子ども
が話さないから親がさらに質問をせざるを得な
いというコミュニケーションのパターンとなり､
以前と同じコミュニケーションパターンは破綻
してしまう｡ そのため､ 親子間の緊張はさらに
高まるとともに､ 捻れの現象はより複雑になっ
ていく｡ このように､ 捻れが複雑になりすぎる
と､ 捻れの現象から抜け出せなかったり､ 捻れ
の現象に停滞する等､ 捻れを乗り越えることが
できず､ 苦悩を重ねていく親子の存在も明らか
になっている｡ したがって､ 捻れの現象に移行
していくことは､ 思春期の子どもと親が病気と
ともにある軌跡を辿るに当たり､ 通らざるを得
ないものであることから､ 思春期の子どもと親
の両者を介入の対象にするプログラムと､ 子ど
もと親のそれぞれを介入の対象にするプログラ
ムを作成することが不可欠であると考えた｡
２. 看護介入プログラム案の調査方法
研究者が試作した看護介入プログラム案につ
いて面接調査を実施し､ 得られた内容を質的に
分析する質的研究デザインを用いて､ 看護介入
プログラム案の妥当性の確保､ 並びに､ 看護介
入プログラム案の洗練化を図った｡ 研究協力者
は､ 小児看護専門看護師 (以下､ 小児看護CNS
と記す) や小児看護の熟練看護師 (臨床経験10
年以上) とした｡
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本研究者が作成した半構成インタビューガイ
ドに基づき本調査を行った｡ インタビューガイ
ドの内容は､ 看護介入プログラム案の中で､ ①
文章のわかりにくいところ・削除が必要な内容・
修正が必要な内容とはどのようなことか､ ②プ
ログラム案を展開する中で難しいと感じる内容
や介入の仕方がわかりづらいところとはどのよ
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うなことか､ ③あなたが実際に展開するとなっ
た場合の実現可能性について､ ④看護介入プロ
グラム案全体に対する意見や感想について語っ
てもらった｡ 本調査の前に小児看護学の教員１
名にプレテストを実施し､ インタビューガイド
の修正を行った｡ その際､ 看護介入プログラム
案の構成内容を修正する点は特になかった｡ 本
調査は研究者と研究協力者の１対１であり､ １
時間程度の面接を行い､ 語ってもらった内容は
同意を得てICレコーダーに録音をした｡ データ
収集期間は2009年12月～2010年３月であった｡
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研究協力者の選定について､ 日本看護協会の
ホームページに掲載されている小児看護CNSが
所属する施設の看護部長に連絡し､ 研究協力の
承諾を得た上で､ 小児看護CNSに研究の概要を
文書と口頭で説明し､ 承諾を得た｡ また､ 小児
看護の熟練看護師は､ 研究者の個人ネットワー
クを活用し小児看護専門看護師と同様に承諾を
得た｡ 面接調査の日程や場所についてはメール
等を用いて調整し､ 本調査の前に看護介入案を
郵送するようにした｡
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面接調査の内容は逐語録を作成し､ 看護介入
プログラム案の加筆や修正の必要性等について､
小児看護の専門家の指導を継続的に受けながら
検討を質的に重ねた｡ その結果､ 最終的に得ら
れた看護介入プログラム案を【慢性疾患をもつ
思春期の子どもと親の生活を支える看護介入プ
ログラム】として提案する｡
２. 倫理的配慮
研究参加は研究協力者の自由意思が尊重され
ること､ 参加の中断や中止をしても不利益を被
らないこと､ 研究参加と施設との関係はないこ
と､ 得られたデータは研究以外の目的で使用し
ないこと､ 個人情報やプライバシーは保護され
ること､ 研究成果の発表や専門誌への投稿につ
いて文書と口頭で説明し､ 同意が得られた場合
に同意書に署名を依頼した｡ 本研究を実施する
に当たり､ 研究者が所属する倫理審査委員会の
承認を得た｡
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看護介入プログラム案は､ 病気と向き合う姿
勢を育てる基盤づくりpart.１､ 病気と向き合
う姿勢を育てる基盤づくりpart.２､ これらの
看護介入プログラム案と第１報で報告した【慢
性疾患をもつ思春期の子どもと親が辿る“捻れ”
移行アセスメントシート】 (以下､ アセスメン
トシートと記す) の活用等を記した手引書を作
成した (図１参照)｡ また､ 看護介入プログラ
ム案の具体的内容は､ 研究者の先行研究で得ら
れた､ 捻れを乗り越えることができず苦悩を重
ねていく親子と､ 苦悩を対峙し捻れを乗り越え
た親子の比較から抽出した (表１参照)｡
(１) 捻れを予防するために：病気と向き合う
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姿勢を育てる基盤づくりpart.１
これは､ 慢性疾患をもつ思春期の子どもと親
が､ 捻れに移行する前の思春期の子どもと親の
両者を対象とした看護介入プログラム案である｡
アセスメントシートのチェック項目の内容が
１～２部まで進む思春期の子どもと親に用いる
看護介入プログラム案であり､ 思春期の子ども
と親の病気や療養法に関する親子のずれを最小
限にしたり､ 捻れの現象が複雑になりすぎない
ように支援することを目的としている｡ このセッ
ションでは､ ５つの目標を選定し､ 看護師・思
春期の子ども・親の３人で面談を行うものであ
る｡ 面談回数は目標ごとに１回とするが､ 親子
の状況に応じて変更できるものとする｡
(２) 捻れを迎える準備性を高めるために：病気
と向き合う姿勢を育てる基盤づくりpart.２
これは､ 慢性疾患をもつ思春期の子どもと親
が､ 捻れに移行している思春期の子どもと親の
それぞれを対象とした看護介入プログラム案で
ある｡ アセスメントシートのチェック項目の内
容が１～３部まで進む思春期の子どもと親､ ま
たはチェック箇所の多くが親子で異なる場合に
用い､ 思春期の子どもを対象とした＜子ども個
別セッション＞と､ 思春期の子どもの親を対象
とした＜親グループセッション＞からなる｡ 思
春期の子どもへの介入を個人とした理由は､ 自
分自身を内省していくといった思春期特有の発
達課題を考慮したためである｡ 一方､ 親への介
入をグループとした理由は､ 病気をもつ思春期
の子どもを育てる親同士の交流の場になると考
えたためである｡
＜子ども個別セッション＞は､ 看護師との個
人面談を継続的に実施し､ 病気をもつ私が私で
あるというアイデンティティを子ども自身が確
立できるように支援していくものである｡ １回
の面接時間は30分～１時間程度とし､ 外来受診
時の合間や後､ 子どもの予定に応じて１ヶ月に
１回程度の面接を子どもの同意を得て行う｡ セッ
ションのゴールは回数ではなく､ 子どもと看護
師との間で終結の同意が得られた時を最終回と
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目標１) 子どもと親が､ 病気に対する理解をオープンにする｡
目標２) 親子で慢性疾患の特徴を理解する｡
目標３) 子どもも親も､ 子どもが病気になっても変わらないものを確かめる｡
目標４) 子どもと親が､ 病気の公表についてともに考える｡
目標５) 医療者と連絡を取りたい時に取ることができる窓口/方法を提供する｡
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子ども個別セッション １回目について；
目標１) 病気のこと・療養法のこと・親との関係について､ 構わない程度の思いを話す｡
２回目について；
目標１) １回目と同じ
目標２) 困っていること・悩んでいることなど､ 表出したい思いを表出する｡
目標３) 表出する内容の中で､ 親との関係について話すことができる｡
３回目以降について；
目標１) 直面している病気や療養法､ 親に対する困難感が起こる理由を考える｡
目標２) 親との間で抱いている思いの変化を認めることができる｡
目標３) 親との関係について改めて考えることができるようになる｡
親グループセッション １回目について；
目標１) 疾患名が異なっても病気をもつ子どもを育む親が抱く悩みや困難感を理解する｡
目標２) 親同士の交流を通して､ うちの家族だけではないという思いの共有ができる｡
２回目について；
目標１) 病気をもつ思春期の子どもを育む親の思いの変化に気づくようになる｡
目標２) 子どもも親と同様に､ 子どもの育ちの中に命への危機感を抱くことを理解する｡
３回目について；
目標１) 思春期に至る子どもと親のあり様が複雑になるメカニズムを理解する｡
目標２) 家族の絆を保ちながら生じる問題を乗り越えていく姿勢をもつことができる｡
４回目について；
目標１) 子どもと親のあり様“捻れ”が複雑になるメカニズムの確認ができる｡
目標２) 子どもも同様に苦しみに耐えていることを知り､ ともに耐える重要性を捉える｡
する｡ 面接１回目は､ 子どもの語りを促しなが
ら２回目につなぎ､ それ以降は生活の中で生じ
る思いを表出できる場を提供していく｡ １～３
回目までの目標を予め立て､ 目標毎に介入の具
体的な話題や注意点を記載した (表１参照)｡
＜親グループセッション＞は､ 親同士の意見
交換や勉強会を実施し､ 病気をもつ子どもとと
もに､ 現実に立ち向かう気もちを整えていくこ
とができるように支援していくものである｡ グ
ループ面接は30～40分程度を４回開催し､ 終了
前に次回の日程を調整していく｡ ４回の目標を
立て､ 目標毎に介入の具体的な内容や注意点を
書いた (表１参照)｡ １回目はフリーディスカッ
ション､ ２・３回目は主に勉強会を行い､ ４回
目はまとめとしたフリーディスカッションを行っ
ていく｡
(３) 慢性疾患をもつ思春期の子どもと親の生
活を支える看護介入プログラムの手引書
看護介入プログラム案をどのように活用した
らいいのか､ 看護介入プログラム案の全体像が
わかりやすくなるように手引書を作成した (表
１参照)｡ 手引書の具体的な内容は､ 慢性疾患
をもつ思春期の子どもと親への看護介入を取り
上げる理由､ 捻れの現象とは何か､ 捻れに対し
て介入していくことの意味を中心に構成した｡
また､ 文字だけではわかりにくいため､ 例を用
いて捻れの現象を説明し､ 介入案の活用の手順
をそれぞれ対象者・目的・方法・支援のポイン
トについてまとめた｡
２. 看護介入プログラムの開発に向けた調査
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同意が得られた研究協力者は８名であり､ 小
児看護CNS７名と10年以上臨床経験をもつ小児
看護師１名であった｡ 面接回数は１回であり､
面接場所は研究協力者が希望する個室とし､ 面
接時間は60～90分以内であった｡
３. 看護介入プログラム案の洗練化
看護介入プログラム案について得られた意見
をまとめていくが､ 中でもそれぞれの介入を誰
が実施するのかによって､ 介入する看護師のフォ
ロー体制を整える必要性が述べられた｡ また､
思春期の子どもと親への看護介入の方向性がプ
ログラムとして紙面にあると関わりやすいこと､
親へのグループセッションの効果を期待すると
いう意見を全員から得た｡
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(１) 介入する上での前提の表記
看護介入プログラムを実施するに当たり､ 思
春期の子どもを中心とした介入を受ける／受け
ない意思の尊重を強調すべきという意見を４名
の研究協力者より得た｡ 介入の必要性を医療者
側が感じたとしても､ 思春期の子どもや親が必
要性を感じていなければ､ 無理を強いる結果と
なり逆効果になるという理由であった｡ したがっ
て､ 思春期の子どもや親､ 中でも特に､ 子ども
自身の介入を受けてもいいという意思を確認で
きた上で実施していくことを前提条件とし､ 追
記した｡
(２) 誰が介入するのか
小児看護CNSであれば手引書を読んで介入を
進めることができるが､ 他の看護師が介入する
場合､ その看護師をサポートできる人材の確保
や“捻れ”といった日常的ではない言葉に振り
回されないための工夫 (例えば､ 捻れの様子を
図示する等) の必要性が挙げられた｡ また､ 他
の看護師が介入する場合の基準として､ 小児看
護経験３年目以上・リーダー的役割や外来業務
を経験した看護師であること､ また､ 介入の意
義や方法について小児看護CNS等から教育を受
けた看護師が良いという意見を得た｡ このよう
な意見を考慮し､ 慢性疾患をもつ思春期の子ど
もと親に関わった経験知が介入に役立つと考え､
小児看護経験５年目以上で外来看護の経験､ ま
たは小児看護に関する研修等に参加したことの
ある看護師でも可能とするが､ 小児看護CNS等
から教育支援を受けた看護師という基準を設け
ること､ さらに､ 看護介入プログラムを活用す
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る前に､ 本研究者に問い合わせて説明を受けて
もらうこととした｡
(３) 介入するタイミングの難しさ
後天性疾患であれば発症時期から介入が始ま
ると考えやすいが､ 先天性疾患の場合にはどの
時点で介入を始めたらいいのか悩むという意見
があった｡ 予め想定できる介入のタイミングと
して､ 進学の時期や関わりの中でおかしいと思っ
た時､ 状況の整理をしたい時､ 症状や治療の転
換の時期､ 子どもに病気の説明をする時期等を
挙げるとともに､ 介入しない方が良い時期も例
に挙げ､ タイミングを計りやすいような工夫を
追記した｡
(４) 言葉のわかりづらさ
思春期の定義を明記した方がよいという意見
を受け､ 思春期の子どもが施設によらず介入対
象となるように定義した｡ また､ ｢必然性｣ ｢ス
ティグマ｣ ｢共通理解｣ という言葉が一般的で
はないという意見を得たため､ わかりやすい言
葉や表現の仕方に修正を加えた｡
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(１) 介入するための準備
病棟等で看護師が直接関わっていない思春期
の子どもと親への介入もできるように､ 医師か
ら紹介を受ける等の工夫が必要という意見を５
名の研究協力者より得た｡ よって､ 医師から外
来診療の中で､ 関わりに困っている思春期の子
どもと親を紹介してもらえるよう､ 看護介入プ
ログラムの効果や介入の意義等を説明し､ 協働
できる体制づくりを行うことも追記した｡ この
場合､ 紹介を受けた後に看護師の面談とアセス
メントシートが並行して実施されることとした｡
また､ 面接時間や場所の確保も事前準備として
必要であることより､ 施設側と交渉しておくこ
とも明記した｡ また､ 介入案のサブタイトルに
｢捻れを予防するために｣ と表記していたが､
予防とは､ 捻れの現象が起きないように介入す
るという意味に取れるという意見を１名の研究
協力者から得た｡ 他の研究協力者にも意見を求
めたところ同じ結果であったこと､ 予防という
意味で捻れの現象に対する介入を実施するわけ
ではないため､ サブタイトルは削除とした｡
(２) 誰が介入するのか
小児看護CNSであれば介入 (面談) できると
いう､ 小児看護CNSの研究協力者７名の意見で
あった｡ 他の看護師の場合､ 面接を日常的に行っ
ていないためトレーニングが必要ではないかと
いう意見を研究協力者全員から得たが､ そのよ
うな熟練看護師であれば介入できるという意見
も研究協力者全員から得た｡ よって､ 面接技術
の講習を受けた経験や小児看護CNSのサポート
や協力を得ながら､ 信頼関係のある看護師 (プ
ライマリーNs等) がこの役割を担うことは可能
と判断した｡
(３) 各回､ 目標について
親子のニーズによって､ 面接回数や目標の順
番が変化するという意見を研究協力者４名から
得た｡ 親子の意思を最大限に尊重するためにも､
面接時の親子の様子から､ 面接回数やその目標
を自由に選定できることとした｡ また､ 病気の
説明には医師と協力して行うこと､ 病気の公表
は丁寧､ かつ慎重に取り組む工夫が必要である
ことを強調すべきという意見を５名の研究協力
者からを得た｡ よって､ 子ども自身の公表に対
する意思を事前に確認することを追記した｡ 公
表内容は医療者もともに考えていくことを強調
するとともに､ 公表範囲を親子が考えやすいよ
うに､ 例えば親子が必要とするであろう情報を
提供する等､ 介入内容に書き加えた｡
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(１) 子ども個別セッションについて
① 面接できる子どもについて
語ることができる思春期の子どもは対象
とならず､ 語ることができない思春期の子
どもが対象となるのではないかという意見
を２名の研究協力者より得た｡ 前者につい
て､ 語ることができるから生活上に問題が
ないとは言えず､ 子どもにニーズがあれば
高知女子大学看護学会誌第38巻第２号 (2013)
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面接する場を提供することに意味があると
した｡ 後者は､ 病気のことについて話す場
を共有し続ける中で､ 語るきっかけを子ど
も自身が掴むことにつながると考え､ 面接
を行う子どもは､ 面接への了解が得られた
思春期の子どもとした｡ また､ グループ面
接はどうかという意見も２名の研究協力者
より得たが､ 今回の目的は､ 個人の歩みに
応じることを優先とすることより､ 個別面
接を提案するものとした｡
② 誰が介入するのか
小児看護CNS以外の看護師は難しいので
はないかという意見も２名の研究協力者よ
り得たが､ 面接技術をもつ看護師であれば
サポート体制を整える中で同様に実施でき
ると考えた｡ また､ 子どものセッションを
担当する看護師が､ 親のグループセッショ
ンも関わる方がよいのではないかという意
見も３名の研究協力者より得た｡ しかし､
同一の看護師に限定しない方が実現可能性
は高いため､ 同じ看護師が難しいならば､
他に担当を決めてフォロー体制の中で実施
できるよう追記した｡
③ 各回､ 目標について
１回目の面接では､ 思春期の子どもに対
して病気のことを話す機会をもつことが伝
わり､ ２回目以降では､ 子どもへ送るメッ
セージとして､ 一人ではないことが伝わる
ように面接を行うことを書き加えた｡ また､
目標はあくまでも目安であり､ 子どものニー
ズによって順番も回数同様に変更可能であ
ると明記した｡
④ 苦しい思いを吐露されることについて
思春期の子どもから苦しい思いを吐露さ
れた時の対応に困るという意見もあり､ 必
要時は臨床心理士と協働しているという施
設もあった｡ 面接を日常的に行っている研
究協力者より､ 面接者が子どもの苦しい思
いの全てに答えなければならないのではな
く､ 子どもと一緒に考えてみる姿勢でその
場を共有することが大事であるという意見
を得た｡ よって､ 子どもの苦しい思いを受
けとめることを第１とし､ 一緒に考える姿
勢を示しながら面接を実施するよう書き加
えた｡
(２) 親グループセッションについて
① 勉強会を開催すること
親同士の勉強会であれば関心あるテーマ
の時だけでも参加しやすいこと､ 新たな知
識や考え方を通して､ 気持ちの整理や振り
返る機会となるのでよいという意見を研究
協力者全員から得た｡
② グループセッションの実現可能性
病気の子どもを育む親同志が語る場が少
ない中で､ 体験談を語る・聴ける場になる
ことから､ 参加するだけでも意味があると
いう意見であった｡ しかし､ 毎回､ 同じ参
加者・同じ疾患の親の参加を募る難しさや､
参加人数を確定しづらい現状があるという
意見もあった｡ よって､ グループ編成は施
設の特性に応じて決定し､ 実現性を重視す
ることとした｡
③ 誰が介入するのか
ファシリテーターの役割は､ 小児看護
CNSやポジション (例えば副師長等) のあ
る看護師とした方が､ 日常行っている経験
知が活かされるという意見を５名の研究協
力者より得た｡ よって､ 参加人数にもよる
が､ ファシリテーターは１名､ または２名
とし､ 小児看護CNSや師長や副師長を含め
た体制で構成するように追記した｡
④ 各回､ 目標について
思春期の特徴について情報提供すること
は､ 親にとってニーズが高いという意見が
多かった｡ 一方､ Drotarの心理的過程を取
り上げる時期が､ 今の時期 (思春期の子ど
もを育む親) に妥当かどうか意見が分かれ
た｡ よって､ 各回の情報提供内容をどのよ
うに掲示し､ 親のニーズに添える形にして
いくかは､ 今後さらなる検討が必要であり､
保留とした｡
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܇↘↱↗ᚃ↝᧓↖↞℩੆↻K↗Ԡ↟↻↺ྵᝋⅻឪⅼ↕ⅳ↭ↈ⅛‒
‒
⅐ ℩ ੆ ↻ K ↗ ↞ ˴ ⅺ ≢ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
੆↻↗↞⅚⃯ ࣬ବ஖⃰↝܇↘↱↗ᚃ↝᧓↖⅚၏ൢ↚ጻ↾↺ᛐᜤ↝⇠−ⅻဃↇ↕ⅳ↺↚
↱᧙↾↸↉⅚↙⇂↗ⅺ᫋נ҄ↄ↊↉↚⅚ʻ↭↖↝ဃ෇⇁ܣ↼ⅵ↗ↈ↺ɶ↖ݲↆ↉↓
ᒊप⇁ৼⅷ⅚ᒊपⅻ๞↮Ј↕ⅳ↺ཞ७↖ↈ⅛ˌɦ⅚̊⇁ਫↁ↕↮↭ↆ↎⅛‒
‒
‒
ᵟ ẼỞỮẐʻỊᚃỆỊᚕảễẟḠί၏ൢỊὸᚃỉẶẟẳỞễẟỉỆẇờạẆ્ẾềấẟềẾềज़ẳỂᎥẦủẺẪ
ễẟẇ˴ểẦᐯЎỂẲẺẟỉỆẇẑᴾ
ᵟ ẼỞỮỉᚃẐ୍ᡫỆẲợạểಊщ࣬ẟộẴẇẬủỄẆởẾỌụ࣎ᣐẻẦỤᘉኄ͌ỊỄạᾎểẦẆẸạẟạẮ
ểửᎥẟềẲộẾềḠջ֘ỆễỦỮỂẇஜʴầɟဪᠲẟỮỂẴẬỄẇẑᴾ
″ ←↲⇂↗ᚃ↝ᛖ↹↷↹℩੆↻K↗↞≞‒
″ ←↲⇂ⅻ⃯ᚃ⇁࣎ᣐↄ↊↎ⅾ↙ⅳ⃰↗ⅳⅵ࣬ⅳⅺ↸၏ൢ↚↓ⅳ↕ᛅ⇁ↆ↙ⅾ↙
↹↭ↈ⅛ɟ૾⅚ᚃ↞၏ൢ↝ ″ ←↲⇂ⅻ࣎ᣐ↚↙↹↭ↈⅻ⅚၏ൢ↝ↂ↗⇁Ꭵⅳ↕ ″ ←
↲⇂⇁ͻ↓ↀ↺↝↖↞↙ⅳⅺ↗࣬ⅳ↭ↈ⅛ⅹʝⅳ↚ൢ↚ↆ↕ⅳ↺ↂ↗⇁ˡⅷ↸↻↉
↚ʻ↭↖↝ဃ෇⇁ᡛ↼ⅵ↗ↈ↺ↂ↗ⅻᩊↆⅾ↙↹⅚ᚃ܇↝᧙̞ⅻᙐᩃ↚↙→↕ⅳⅾ
ↂ↗⅛‒
‒
‒
⅐ ℩ ੆ ↻ K ↚ ݣ ↆ ↕ ʼ λ ↆ ↕ ⅳ ⅾ ↝ ↞ ˴ ૏ ⅺ ≢ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒ ‒
࣬ବ஖↝܇↘↱↗ᚃ↞⅚℩੆↻K⇁ʈ↹ឭⅷ↕ⅳⅾↂ↗ⅻ↖ⅼ↺ɼ˳ႎ↙܍נ↖
ↈ⅛ↆⅺↆ⅚࣬ବ஖↝଺஖↚⅚၏ൢ⇁↱↓܇↘↱↗ᚃ↞⅚ٶⅾ↝բ᫆∝׉ᩊ∝⇟
⇮−⇟⇁ৼⅷ↺ↂ↗↖⅚ஜஹਤ→↕ⅳ↺щ⇁ႆੱↈ↺ↂ↗ⅻ↖ⅼ↙ⅳཞඞ↚ፗⅺ
↻↕ↆ↭ⅵ↝↖ↈ⅛↌↝๼נႎ↙щ⇁Ԡ↢ឪↂↆ↎↹⅚℩੆↻K⇁ʈ↹ឭⅷ↕ⅳ
3 
⅏Ⅶ၏ൢ↗ӼⅼӳⅵۋѬ⇁Ꮛ↕↺ؕႴ↔ⅾ↹ ⁢⁓⁤⁦†․Ⅷ↚↓ⅳ↕‒
ݣᝋ≡⇈⇡⇟∇∙⇮⇝∞⇮↝ኽௐ⅚↭↎↞⅚ᚃ܇↝᧙̞ⅻ⃯ᩊↆⅾ↙→↎⃯⃰ ʻ↭↖
↗ᢌ→↎ज़ↇ⃰↙↘⇁˳᬴ↆ↕ⅳ↺࣬ବ஖↝܇↘↱↗ᚃ↖ↈ⅛‒
‒
Ⴘႎ≡࣬ବ஖↝܇↘↱↗ᚃⅻ⅚၏ൢ↏ↀ↖↞↙ⅾ⅚ԗ׊ⅺ↸Ӗↀ↺͞ᙸ≋⇟⇬⇉⇖
∄≌↳ԡⅻᏣⅺↄ↻↺үೞज़⇁ৼⅾↂ↗↚↷↹⅚ↄ↸↚ᚃ܇↝᧙̞ⅻᙐᩃ↚
↙↹↳ↈⅳ↗ⅳⅵ࣏໱ࣱ⇁ჷ→↕↱↸ⅵↂ↗⅛‒
‒
૾ඥℲ≡ↂ↝଺஖↝܇↘↱↗ᚃ↞⅚↌↻↍↻၏ൢ↚ᇌ←Ӽⅺ→↕ⅳⅾↂ↗ⅻཎࣉ↗
↙↺଺஖↖ⅱ↺ↂ↗ⅺ↸⅚ᚃ↗܇↘↱⇁К⅝↚ݣᝋ↗ↆ↎⇡⇩⇝∍∙⇁ᘍⅵ
ↂ↗↗ↆ⅚Ⅶ၏ൢ↗ӼⅼӳⅵۋѬ⇁Ꮛ↕↺ؕႴ↔ⅾ↹ ⁢⁓⁤⁦†․‟ᚃဇ‡܇↘↱ဇⅧ
⇁ܱ଀ↆ↭ↈ⅛‒
૾ඥℳ≐ᚃ↚↓ⅳ↕≡‒
ଐࠝဃ෇↝ɶ↖၏ൢ⇁↱↓ᚃ↗↝ʩ්ⅻधᎍ‡ܼଈ˟↚Ӌьↆ↙ⅳ↎↰⅚⇖
∑∞⇽⇡⇩⇝∍∙⇁ᚘဒↆ↕ⅳ↭ↈ⅛↌ↆ↕⅚ᚃⅻৼⅾ၏ൢ↝܇↘↱⇁Ꮛ↕
↺ↂ↗↝׉ᩊज़↳ᩊↆↄ⇁Ўⅺ←ӳⅳ⅚܇↘↱↝ॖ࣬↳ॖӼ⇁ݭ᣻ↆ↕ࢳ↓
ↂ↗ⅻ↖ⅼ↺↎↰↝ૅੲ⇁੩̓ↆ↕ⅳⅼ↭ↈ⅛‒
૾ඥℴ≐܇↘↱↚↓ⅳ↕≡‒
ႆᢋെ᨞↱ᎋॾↆ⅚̾ʴ᩿੗↚ↈ↺ↂ↗↖⅚ᐯЎ↗၏ൢ⅚ᐯЎ↗ၲ᫱ඥ⅚ᐯ
Ў↗ᚃ↗↝ဃ෇↙↘⅚ᓳ←↓ⅳ↕ᙸ↓↰↺ↂ↗ⅻ↖ⅼ↺↷ⅵ↚↗ᎋⅷ↭ↆ↎⅛‒
‒
‒
≍܇↘↱↗ᚃ↧↝ૅੲ↝∃⇊∙⇮≍‒
࣬ବ஖↝܇↘↱↗ᚃⅻ⅚↌↻↍↻↚׉→↕ⅳ↺ↂ↗∝ᚃ↗↝᧓↖٭҄ↆ↕ⅳ↺࣬
ⅳ⇁ᛐ↰⅚↌↻↸⇁ʈ↹ឭⅷ↕ⅳⅾↂ↗ⅻ↖ⅼ↺↷ⅵ↚ૅੲ⇁੩̓ↆ↕ⅳⅼ↭ↈ⅛‒
高知女子大学看護学会誌第38巻第２号 (2013)
― 93 ―
 	
	 !"#
3 
 
䎃
䎃
䧴Point䧴 
䯂੺౉䬨䭚䬮䭐䬽Ḱ஻䎃
䯶කᏧ䬛ᄖ᧪⸻≮䬽ਛ䬶㑐䭞䭙䬺࿎䬲䬵䬓䭚ᕁᤐᦼ䬺⥋䭚ⷫሶ䭡⚫੺䬦䬵䭑䭘䬗䭚䭗䬕䬺䫺੺౉䬶䬽ലᨐ
䬹䬸䭡੐೨䬺⺑᣿䬤䬪䬵䭑䭘䬓䭍䬦䭖䬕䫻䎃
䯶ⷫሶ䬷䮞䮰䭫䮗䭾䯃䬛⏕଻䬶䬜䭚䬙ㇱደ䬽⏕଻䭓㕙ធᤨ㑆䭡⺞ᢛ䬨䭚䬢䬷䬺䬳䬓䬵䫺੐೨䬺ᣉ⸳஥䬷੤
ᷤ䬦䬵䬙䬜䭍䬦䭖䬕䫻䎃
䎃
䎃
䎃 䯂ฦ࿁䫺⋡ᮡ䬺䬳䬓䬵䎃
䯶㕙ធ࿁ᢙ䬛⋡ᮡ࿁ᢙ䬷৻⥌䬨䭚䭑䬽䬶䬾䬑䭙䭍䬪䭢䫻㕙ធᤨ䬽ⷫሶ䬽᭽ሶ䬚䭘࿁ᢙ䭓⋡ᮡ䭡ㆡቱᄌ
ᦝ䬦䬵䭑䭘䬲䬵᭴䬓䭍䬪䭢䫻䭍䬮䫺䭁䬷䬳䬽⋡ᮡ䬺 䎔 ࿁䬽㕙ធ䬷䬓䬕䭞䬠䬶䬾䬑䭙䭍䬪䭢䫻ⷫሶ䬽ℂ⸃䬦䬮䬓ౝ
ኈ䭓ℂ⸃⁁ᴫ䬺ᔕ䬧䬵ㅴ䭐䬵䬓䬜䭍䬦䭖䬕䫻䎃
䎃
䯶∛᳇䬽⺑᣿䬺䬾කᏧ䬷䬷䭑䬺䯂∛᳇䬽౏⴫ౝኈ䬾ⷫሶ䯂⋴⼔Ꮷ䯂කᏧ䬷䬷䭑䬺⠨䬗䬵䬓䬞䬢䬷䬛䬶䬜䭚䭗䬕
䬺䬨䭚䬢䬷䬛ᄢಾ䬶䬨䫻䬬䬽㓙䬺䭑䫺∛᳇䬽౏⴫▸࿐䭡ⷫሶ䬛⠨䬗䭓䬨䬓䭗䬕䬺ᖱႎឭଏ䬦䬵䬓䬞䭗䬕䬺䬦䭍
䬦䭖䬕䫻䎃
䎃
䎃
䎃
䎃
䎃
Ⴘ೅ᾄὸ܇ỄờểᚃầẆҔၲᎍểᡲዂửӕụẺẟ଺ỆӕỦẮểầỂẨỦᆸӝᵍ૾ඥử੩̓ẴỦᾊᴾ
ʼλϋܾὸᴾ
ṞᡲዂầểụẺẟ଺ỉ૾ඥửˡảộẲỢạᾊᴾ
܇ỄờởᚃầẆჃᜱࠖởҔၲᎍỆᡲዂửӕẾẺ૾ầẟẟཞඞửˡảộẴẇᴾ
ᴾ
όᡲዂửӕẾẺ૾ầẟẟཞඞᴾ
ၐཞỉ࣯ນễЈྵầᙸỤủềݣࣖỂẨễẟᴾ
܇ỄờỉॖᜤầễẟὉ܇ỄờầऒửẲềẟễẟὉ܇ỄờầᒊẲầẾềẟỦᴾ
Ẑ˴ẦẟếờểᢌẾềồỮẑểज़ẳềɧܤầࢍẪễỦᴾ
܇Ễờỉಮ܇ầấẦẲẟ˴ẦỆݣẲềọỄẪपỮỂẟỦễỄờԃớὸᴾ
ᚃầ܇Ễờỉ၏ൢỉẮểởၲ᫱ဃ෇ỆጻỪỦ܇ỄờỉẮểỂपỮỂẟỦᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ễỄᴾ
ό܇ỄờờᚃờẆჃᜱࠖởҔၲᎍỆ˴ẦႻᛩẲẺẟẮểầẝẾẺئӳỆỊႻᛩỂẨỦẮểửˡảỦᴾ
όɼ඙ҔỉٳஹӖᚮॖٳỆႻᛩẲẺẟئӳỆỊᛦૢỂẨỦẮểờˡảỦᴾ
ᴾ
ṟ܇Ễờểᚃầɼ˳ႎỆӕụኵớဃ෇ửዒዓỂẨỦợạỆἇἯὊἚẲẺẟҔၲᎍͨỉॖ࣬ửˡảộẲỢạᾊ
܇Ễờểᚃầ˴Ầ׉ᩊắểỆᢙᢀẲẺ଺ỆẆݣࣖỂẨỦщửʻẦỤᏋỮỂờỤảỦợạỆἇἯὊἚẲộẴẇᴾ
ᴾ
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∛᳇䬺ኻ䬨䭚ℂ⸃䭡ଦ䬦䬮䭙⏕⹺䬦䬹䬛䭘䫺⋡ᮡ䯿䯵䬺ⷫሶ䬛ᵈ⋡䬨䭚䭗䬕䬺⹤䭡䬦䬵䬓䬜䭍䬦䭖䬕䫻䎃
䎃
⋡ᮡ䯿䯵䬽㓙䬺䫺䬢䭛䬚䭘䬽ቇᩞ↢ᵴ䬹䬸䬺䬙䬓䬵䫺ሶ䬸䭑䬽∛᳇䬽౏⴫䬺䬳䬓䬵᳇䬺䬹䬲䬵䬓䭚䬷䬓䬕⹤䬛
䬑䭚႐ว䫺⋡ᮡ䰀䯵䭡ⴕ䬓䭍䬨䫻䭍䬮䫺᳇䬺䬹䬲䬵䬓䭚䬢䬷䬷䬦䬵᜼䬛䭘䬹䬚䬲䬮႐ว䬶䭑䫺∛᳇䬽౏⴫䬺䬳䬓
䬵৻✜䬺⠨䬗䬮ᣇ䬛䭗䬓䬷⋴⼔Ꮷ䬛್ᢿ䬦䬮႐ว䬺䬾䫺⋡ᮡ䰀䯵䭡ᒁ䬜⛯䬜ⴕ䬓䭍䬨䫻䭑䬦䫺⃻Ბ㓏䬶䬾ᔅ
ⷐ䬹䬓႐ว䬺䬾䫺⋡ᮡ䰁䯵䬺ㅴ䭎䭍䬨䫻䎃
䎃
Ⴘ೅ᾂὸ܇ỄờờᚃờẆ܇Ễờầ၏ൢỆễẾềờ٭ỪỤễẟờỉửᄩẦỜỦᾊᴾ
ʼλϋܾὸᴾ
Ṟ၏ൢỆễỦЭᵍ၏ൢửॖᜤẲڼỜỦЭểʻỉဃ෇ỉɶỂẆൢỆễỦẮểửਫậềờỤẟộẴᾊᴾ
ൢỆễỦẮểί٭ỪẾềẲộẾẺᵍ٭ỪẾềẲộạểਵảềẟỦờỉὸỉऴإӓᨼửẲộẴẇᴾ
ᴾ
όൢỆễỦẮểầễẬủịṟỆᡶỚộẴᴾ
ό٭ỪẾềẲộẾẺẆẝỦẟỊ٭ỪẾềẲộạểਵảềẟỦờỉầẝỦئӳẆẸủửଢỤẦỆẲộẴᴾ
ϋܾίᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ὸᴾ
όᏉܭႎỆ၏ൢὉၲ᫱ඥỆếẟềਵảỦẮểầỂẨỦợạỆ̟ẴầẆ໯ྸỆ̟Ằễẟᴾ
ᵧᵢᵢᵫ ̊ᾉදݧửᛦૢẲẺỤỚỮễểɟደỆᢃѣỂẨỦᵍදݧửᛦૢẲẺỤӷẳợạỆ᫢ʙầỂẨỦᴾ
ᵡᵦᵢ ̊ᾉᕤử᫩ớẮểỂ˳ᛦầợẪễỦᵍ៲˳ỉᛦ܇ầỪẦỦợạỆễỦᴾ
ᴾ
ᾁὸ܇Ễờầ၏ൢỂẝẾềờẆ٭ỪỤễẟờỉᵍẮểểỊ˴ẦỆếẟềᎋảềờỤẟộẲỢạᾊᴾ ᴾ
ᴾ ၏ൢỉஊ໯ỆᨂỤẵẆấʝẟٻЏễ܍נỂẝỦẮểửોỜềܱज़ẲềờỤẟộẴẇᴾ
ᴾ
όẐẮủẦỤỄạễỦỉẻỨạẑểẟạ๭໱ểẲẺɧܤầẝỦẮểửσज़ẴỦᴾ
ό၏ൢỆễẾềờẐẝễẺỊẝễẺẑỂẝụẆẐٻЏễܼଈẑỂẝỦẮểửˡảỦᴾ
ό၏ൢỆễỦЭỉဃ෇ẆẝỦẟỊẆ၏ൢửॖᜤẴỦˌЭỉဃ෇ờẆʻỉဃ෇ỆếễầẾềẟỦٻЏễ
ܼଈỉഩỚỂẝỦẮểửˡảỦᴾ
ᴾ
Ⴘ೅ᾃὸ܇ỄờểᚃầẆ၏ൢỉπᘙỆếẟềểờỆᎋảỦᾊᴾ
ʼλϋܾὸᴾ
Ṟᚃ܇ỉẸủẹủỉॖӼửᄩᛐẲộẴᾊᴾ
ᚃỉॖᙸỊᚃỉॖᙸểẲềẆộẺẆ܇ỄờỉॖᙸỊ܇ỄờỉॖᙸểẲềݭ᣻ẲộẲỢạẇᴾ
όộẵỊ܇ỄờỉॖᙸὉॖӼửଢỤẦỆẲẺࢸẆᚃỉॖᙸὉॖӼửᎥẪᴾ
όܖఄဃ෇ỉɶỂẆၲ᫱ඥầዓẬềỂẨỦợạỆẴỦẺỜỆỊ˴ầ࣏ᙲẦửểờỆᎋảỦᴾ
όҔၲᎍỉᙻໜẦỤˡảẺ૾ầẟẟϋܾỆếẟềỊỴἛἢỶἋẴỦᴾ
ᴾ
ṟ܇ỄờểᚃầẆφ˳ႎỆ၏ൢỉπᘙỆếẟềᎋảềẟẪẮểầỂẨỦợạỆૅੲẲộẴᾊᴾ
ᛡỆˡảỦỉẦẆᴾ
ẟếˡảỦỉẦẆᴾ
ỄỉợạễẮểửˡảỦỉẦẆᴾ
ỄỉợạễңщửᛡỆấᫍẟẴỦỉẦẆᴾ
ʻỉ଺ໜỂỊπᘙửẲễẟྸဌửᎋảỦẆᴾ ễỄỆếẟề܇ỄờểᚃểểờỆᎋảềẟẪᴾ
όٻЏễբ᫆ễỉỂʻẴẫẐẮạẲợạẑểൿỜễẬủịễỤễẟẮểỂỊễẟẮểửᛟଢẴỦᴾ
όஇኳႎỆ܇Ễờểᚃầॖ࣬ൿܭỂẨỦợạỆẆऴإ੩̓ở᧙̞ᎍểỉᛦૢửẲềẟẪᴾ
όܖఄỆᨂỤẵẆᡈ৑ỉểờẻẼẆᚃীồỉπᘙỆếẟềờɟደỆᎋảềẟẪẮểửˡảỦᴾ
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䎃
Ⴘ೅ᾀὸ܇ỄờểᚃầẆ၏ൢỆݣẴỦྸᚐửỼὊἩὅỆẴỦᴾ
ʼλϋܾὸᴾ
ṞẸủẹủỆ၏ൢửჷẾẺ଺ỉཞඞửᛖẾềờỤẟộẲỢạᾊᴾ
၏ൢởၲ᫱ඥỆݣẴỦẆᚃ܇ỉỪẦỤễẟẮểỆݣẴỦ࣬ẟỉσᡫᛐᜤử׋ụộẴẇᴾ
ᴾ
όᚃờ܇ỄờờẆᙸჷỤệ၏ൢỆᢙᢀẲẺẮểửʝẟỆਵảỦẮểầỂẨỦợạỆ̟Ẵᴾ
όᚃầ܇ỄờỉẆ܇Ễờầᚃỉ၏ൢửჷẾẺ଺ỉ࣬ẟửჷỦợạỆ̟Ẵᴾ
όᚃờ܇ỄờờẆẮủẦỤỉᙸᡫẲửᇌềỆẪẟểज़ẳềẟỦẮểửჷỦợạỆ̟Ẵᴾ
ᴾ
ṟẮủẦỤỉἍἕἉἹὅỉᡶỜ૾ỆếẟềᛟଢẲộẲỢạᾊᴾ
ẐʻẆấᛅẲẟẺẻẟẺွբễỄờԃỜẆṺṺί၏ӸὸểểờỆဃ෇ửẲềẟẪẺỜỆẆჷẾề
ẟẺẻẨẺẟẮểễỄỆếẟềᛟଢẰẶềẪẻẰẟẇẑễỄỉỶὅἚἿửᘍạẇᴾ
ᴾ
Ⴘ೅ᾁὸᚃ܇Ểॸࣱ၌धỉཎࣉửྸᚐẴỦᾊᴾ
ʼλϋܾὸᴾ
Ṟᚃ܇ẸủẹủỆờế၏ൢỉỶἳὊἊẆ၏ൢỉྸᚐửẐẮỮễ၏ൢẑểẲềਫậềờỤẟộẲỢạᾊᴾ
၏ൢỆݣẴỦԁܭႎễਵảẆᛖỦൢЎởऴደ᩿ỉѣẨờԃỜềᚇݑὉऴإӓᨼẲộẴẇᴾ
ᴾ
όᚃ܇ỉਵảỦ၏ൢỉྸᚐửᄩᛐẲềẟẪίɦᚡửἓỹἕἁὸᴾ
ṳᙸẺႸỂ၏ൢầỪẦỤễẟ၏ൢὉṳၐཞầỊẾẨụЈễẟ၏ൢὉṳ᫘ᢲỚẺẟễ၏ൢὉṳɧ඙ỉ၏Ὁ
ṳരệ၏ൢὉṳᛚᚐẰủởẴẟ၏ൢί˴ểᾎᾉᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ᴾ ὸὉṳၲ᫱ඥửẲễẟểफẪễỦ၏ൢὉ
ṳʴẦỤࣨầỤủỦ၏ൢὉṳʴỆЎẦẾềờỤảễẟ၏ൢὉṳɟဃዓẪίෞảềễẪễỤễẟὸ၏ൢᴾ
ᴾ
ṟॸࣱ၌धểẟạɟᑍႎễཎࣉỉྸᚐử̟ẲộẲỢạᾊᴾ
ॸࣱ၌धểᚕỪủềẟỦ၏ൢỉɟᑍႎễཎࣉỆếẟềᛟଢẲộẴẇᴾ
ᴾ
όᛟଢẲẺϋܾỊɦᚡ᪮ႸỆἓỹἕἁẲẆ܇Ễờỉ၏ൢỉཎࣉỆếẟềσᡫྸᚐử׋Ủᴾ
ṳᧈ஖ႎỂẝỦὉṳ၏ཞởʖࢸởẮủẦỤỉဃ෇ỆấẟềɧᄩẦửˤạὉṳႸỆᙸảỦ၏ൢỂỊễẟὉ
ṳၐཞầЈẺụЈễẦẾẺụẴỦὉṳၲ᫱ඥửẲễẟể၏ൢầफ҄ẴỦὉṳ၏ൢầễẪễỦẮểỊễẟὉ
ṳၲ᫱ඥỆӕụኵớẮểỂၐཞửἅὅἚἿὊἽẴỦẮểầỂẨỦὉṳ၏ൢể˄ẨӳẾềẟẪẮểầỂẨỦᴾ
ᴾ
ṠṟỆếẟềᛅửẲễầỤẆẐẝễẺᵍ܇Ễờỉ၏ൢẑỉཎࣉỉᛟଢửᎥẟềẆज़ẳẺẮểὉᎋảẺ
ẮểửᛅẲềờỤẟộẴᾊᴾ
܇ỄờỆݣẲềẐẝễẺỉ၏ൢẑẆᚃỆݣẲềẐ܇Ễờỉ၏ൢẑỉཎࣉử੟ớẮểử̟ẲộẴẇᴾ
ᴾ ᴾ
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ᴾ
Ⴘ೅ᾀὸ܇ỄờầʻẆ၏ൢỉẮểὉၲ᫱ඥỉẮểὉᚃểỉ᧙̞ỉẮểỆếẟềẆỄỉợạễ࣬ẟửৼẟềẟỦ
ỉẦửݲẲỂờᛅẴẮểầỂẨỦẇᴾ
Ⴘ೅ᾁὸ܇ỄờầᐯЎỉᚕᓶỂ׉ẾềẟỦẮểὉपỮỂẟỦẮểὉᠲẟể࣬ẾềẟỦẮểễỄẆᘙЈẲẺẟ࣬
ẟửᘙЈẴỦᴾ
Ⴘ೅ᾂὸᘙЈẴỦϋܾỉɶỂẆᚃểỉ᧙̞ỆếẟềᛅẴẮểầỂẨỦᴾ
ʼλϋܾὸᴾ
Ṟ܇ỄờầᛖẾềờẟẟẦễể࣬ạẮểửᛖẾềờỤẟộẲỢạᾊᴾ
ᴾ ᵐ ׅႸễỉỂẆႸ೅ᾀὸỆếẟề܇ỄờỆờạݲẲᛇẲẪᛅẲềờỤảỦợạỆᛅửẲộẴẇᴾ
ᴾ
όᵏ ׅႸỉ଺ể ᵐׅႸỉ଺ỉ܇ỄờỉӒࣖỆදႸẴỦίᛅẲởẴẰὉ܇ỄờỉӝᛦὉᩎ׊ൢễỄὸᴾ
όễặ܇ỄờầẸỉợạỆ࣬ẾềẟỦỉẦẆẸỉ࣬ẟửᛅẶỦር׊ỂᛇẲẪᛅẲềờỤạᴾ
ό၏ൢỉᛅửẲễẟ૾ầẟẟểЙૺẲẺئӳίᛅửẴỦểฆʏẴỦὉᘙऴầ୯ỦὉỶἻỶἻẲڼỜ᱈ỦὉᛅẲẺẪễẟ
ểᚕạễỄὸỆỊẆ၏ൢˌٳỉᛅ᫆Ệ٭ảỦᴾ
ᴾ
ṟ׉ẾềẟỦẮểὉपỮỂẟỦẮểὉᠲẟể࣬ẾềẟỦẮểửᾀếᛅẲềờỤẟộẲỢạᾊᴾ
ᴾ ܇ỄờầᛖỦẮểỆ᧙࣎ử৚ẟẆ܇Ễờỉ˳᬴ɭမửểờỆᡃỦợạễۋѬỂᛅửᎥẨộẴẇᴾ
ᴾ
ό܇ỄờầᘙЈẴỦ׉ᩊज़ὉဃẨᩊẪẰὉᠲẟ࣬ẟễỄửẆ܇Ễờầ࣬ẟЈẲễầỤᐯЎỉᚕᓶỂᛖỦẮểầỂẨỦ
ợạỆ̟Ẵᴾ
όỄỉợạỆݣࣖẲẺẟể࣬ẾềẟỦỉẦẆ஖ࢳểྵܱễỄẆ܇ỄờỉᎋảềẟỦẮểửᛖẾềờỤạợạỆ̟Ẵᴾ
ᴾ
ṠᛐჷὉᛐᜤỉἌἾầẝủịẆ̲ദỂẨỦợạỆऴإ੩̓ửẲộẴᾊᴾ
ᴾ ᴾ ၏ൢỆݣẴỦჷᜤởᚃ܇ỉ᧓ỉᛐᜤỉἌἾễỄầẝủịӧᏡễር׊Ể̲ദửᚾỚộẲỢạẇᴾ
ᴾ
όộẵỊ܇ỄờỉᎋảẆॖӼẆࠎஓửݭ᣻ẴỦۋѬỂ܇ỄờỉᛖụửᎥẪᴾ
ό܇ỄờầᐯЎỉẮểửᛖỦẮểỂችɟ஽ỂẝỦئӳỆỊẆᛖẾềẪủẺẮểửỈẩỤẟẆ܇Ễờỉᛅửσज़ẴỦᴾ
ό܇ỄờỉਵảỦ၏ൢᵍၲ᫱ඥỆݣẴỦྸᚐởᚃỆݣẴỦ࣬ẟỉപỚởἌἾầẝỦئӳẆẸỉ̲ദầỂẨỦợạ
ễ܇Ễờỉችᅕཞ७ỂẝỦểЙૺỉờểẆ܇ỄờỉྸᚐầࢽỤủỦợạỆ̲ദửᘍạᴾ
ό࣏ᙲỆࣖẳ˂Ꮀᆔỉщử͈ụềẆ܇Ễờỉ၏ൢởၲ᫱ඥỆ᧙ẴỦἌἾỉᢿЎỆᛟଢửẲềờỤạợạỆᛦૢẴỦ
ᴾ
Ṡ଺᧓ầẨẺỤஜଐỉ᩿੗ỊኳʕểẲộẴᾊᴾ
ኳʕẴỦἑỶἱὅἂểഏׅỉଐᆉỊ܇ỄờểᛅẲӳẾềൿỜộẲỢạẇᴾ
ᴾ
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Ⴘ೅ᾃὸ܇ỄờầᘙЈẴỦ࣬ẟỉɶẦỤẆႺ᩿ẲềẟỦ၏ൢᵍၲ᫱ඥᵍᚃỆݣẴỦ׉ᩊज़ầ˴૏ឪẮỦ
ỉẦỆếẟềᎋảỦẮểầỂẨỦợạỆễỦẇᴾ
Ⴘ೅ᾄὸ܇Ễờầᚃểỉ᧓ỂৼẟềẟỦ࣬ẟỉ٭҄ίᠲẰὉ᝟ਃỆễụẺẪễẟὉᢒॾễỄὸửᛐỜỦẮểầ
ỂẨỦợạỆễỦẇᴾ
Ⴘ೅ᾅὸ܇ỄờầỄỉợạỆᚃểỉ᧙̞ửờẼዓẬẺẟể࣬ẾềẟỦỉẦỆếẟềẆᎋảỦẮểầỂẨỦợạ
ỆễỦẇᴾ
ʼλϋܾὸᴾ
Ṟ׉ẾềẟỦẮểὉपỮỂẟỦẮểὉᠲẟể࣬ẾềẟỦẮểỆếẟềᛅẲềờỤẟộẲỢạᾊᴾ
܇ỄờầᛖỦẮểỆ᧙࣎ử৚ẟẆ܇Ễờỉ˳᬴ɭမửểờỆᡃỦợạễۋѬỂᛅửᎥẨộẴẇᴾ
ᴾ
όᵐ ׅႸỉ଺ểӷಮᴾ
ᴾ
ṟᛐჷὉᛐᜤỉἌἾầẝủịẆ̲ദỂẨỦợạỆऴإ੩̓ửẲộẴᾊᴾ
ᴾ ᴾ ၏ൢỆݣẴỦჷᜤởᚃ܇ỉ᧓ỉᛐᜤỉἌἾễỄầẝủịӧᏡễር׊Ể̲ദửᚾỚộẲỢạẇᴾ
ᴾ
όᵐ ׅႸỉ଺ểӷಮᴾ
ό܇ỄờỉॖӼỆࣖẳềẆधᎍ˟ᵍܼଈ˟ửኰʼẴỦᴾ
ό܇ỄờỉॖӼỆࣖẳềẆӷẳợạễ၏ൢửờế܇ỄờểᛅửẴỦೞ˟ửᚨẬỦᴾ
ᴾ
ṠᚃỆݣẴỦ࣬ẟửᛖụẆᚃểỉ᧙̞ửᙸếỜႺẴೞ˟ửờẼộẲỢạᾊᴾ
ᚃểỉ᧙̞ửᙸếỜႺẴẮểầỂẨỦợạỆἇἯὊἚẲộẴẇᴾ
ᴾ
όᚃỆݣẴỦԁܭႎễज़ऴửৼẪẮểỊᛡẦỤờᝧỜỤủỦẮểỂỊễẪẆᚃử࣬ạᣐॾẦỤဃộủềẪỦज़ऴỂẝ
ỦẮểửᛟଢẴỦᴾ
όᚃỆݣẴỦ࣬ẟỉᘙЈầẆɟ଺ႎỆᚃửͻếẬỦẮểỆễẾẺểẲềờẆᚃỊẝễẺểểờỆẮủẦỤỉဃ෇ửഩ
ỮỂẟẨẺẟể࣬ẾềẟỦẮểửˡảỦᴾ
όᚃỉᇌئỆᇌểạểẟạൢਤẼử̟Ẵᴾ
όᚃờẐ၏ൢỊ඙ỤễẟẑʙܱỆबẲẰở໯щज़ửৼẟềẟỦẮểỆൢỀẪợạỆᛅửẴỦᴾ
όᚃỆỄỉợạễңщửẲềỖẲẟể࣬ẾềẟỦỉẦẆỄỉợạỆ࣬ẟửᘙЈẲẺỤẟẟẦẆॖ࣬ᘙᅆẲềẟẾẺỤẟ
ẟẦẆ܇ỄờầᐯỤᎋảỦẮểầỂẨỦợạỆᛅửẴỦᴾ
ᴾ
ṡʻộỂờẆẮủẦỤờẐẝễẺỊẝễẺẑỂẝụẆẐẦẬầảỉễẟẝễẺẑỂẝỦẮểửˡảộẴᾊᴾ
ᴾ ၏ൢỊ඙ỤễẪềờẝễẺỊ՗ɟ໯ʚỉ܍נỂẝỦẮểẆẰỤỆẆẝễẺử࣬ạܼଈờ՗ɟ໯ʚỉܼଈỂ
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䬕䬶䬨䬛䫺ⷫሶ㑐ଥ䬛∛᳇䭡䭑䬮䬹䬓ⷫሶ䭗䭙䭑ⶄ㔀䬺䬹䭚น⢻ᕈ䬛㜞䬓䬽䬶䬨䫻䬦䬚䬦䫺䬢䬽䭗䬕䬹⁁ᴫ䬺㒱䭚
䬢䬷䬾․೎䬹䬢䬷䬶䬾䬑䭙䭍䬪䭢䫻⋴⼔Ꮷ䬽䭎䬹䬤䭢䬺䭑䫺ᕁᤐᦼ䬺෻᛫ᦼ䬛઻䬕䬽䬷ห䬧䭗䬕䬺⠨䬗䬵䬓䬮䬯䬜䬮䬓
䬷ᕁ䬓䭍䬨䫻䎃
䬬䬢䬶䫺∛᳇䭡䭑䬳ᕁᤐᦼ䬽ሶ䬸䭑䭡⢒䬵䭚ⷫ䬛䫺∛᳇䭡䭑䬳ሶ䬸䭑䬷ะ䬜ว䬲䬵䬓䬞䬢䬷䬛䬶䬜䭚䭗䬕䬺ᡰេ䬦䬵䬓
䬞䬢䬷䬛䫺⋴⼔Ꮷ䬺᳞䭐䭘䭛䬵䬓䭚䬷⠨䬗䫺એਅ䬽䮂䮊䭾䮮䮺䭡ⴕ䬓䬮䬓䬷ᕁ䬓䭍䬨䫻䎃
䎃
䧅ⷫ䭡ኻ⽎䬺䭷䮲䯃䮞䬺䭗䭚䮂䮊䭾䮮䮺䭡ⴕ䬓䭍䬨䯴䬆∛᳇䬷ะ䬜ว䬕ᆫ൓䭡⢒䬵䭚ၮ⋚䬴䬞䭙 䏓䏄䏕䏗䎑䎕䎐ⷫ↪䬇䯵䫻䎃
䬢䬽䮂䮊䭾䮮䮺䬾䫺䎗࿁㐿௅䬦䫺ฦ 䎖䎓䎐䎗䎓 ಽ⒟ᐲ䬷䬦䭍䬨䫻ⷫ䬺䬾䫺䎗࿁䭾䮱䯃䮁䬽䮂䮊䭾䮮䮺䬶䬑䭚䬢䬷䭡੐೨䬺⺑
᣿䬦䫺ෳട䬦䬵䭑䭘䬕䭗䬕䬺વ䬗䭍䬨䫻䭍䬮䫺䮂䮊䭾䮮䮺ᓟ䬺ᰴ࿁䬽ᣣ⒟䭡⺞ᢛ䬦䬵䬓䬞䬢䬷䫺䎗 ࿁⋡䬛ᦨᓟ䬽䮂䮊䭾䮮䮺
䬷䬹䭚䬢䬷䭑વ䬗䭍䬨䫻䭷䮲䯃䮞✬ᚑ䬾ᣉ⸳䬽․ᕈ䬺ᔕ䬧䬵䬞䬯䬤䬓䫻䎃
ᴾ
ᵏ ׅႸᴾ ᾉᴾἧἼὊἙỵἋỽἕἉἹὅửɶ࣎ểẲễầỤẆᵐׅႸỉἍἕἉἹὅỆếễẫ 
ᰴ࿁䯴䎕 ࿁⋡䯵䬽䭷䮲䯃䮞䮂䮊䭾䮮䮺䬽ᣣข䭙䭡᳿ቯ䬦䬵⚳ੌ䬷䬹䭙䭍䬨䫻⋴⼔Ꮷ䬾䫺ෳട⠪䬽ㅪ⛊వ䭡↪⚕䬺⸥
౉䬦䬵䭑䭘䬕䭗䬕䬺䬦䭍䬨䫻䎃
Ⴘ೅ᾀὸᚃỊẆ၌धӸầီễẾềờॸࣱ၌धửờế܇ỄờửᏋớᚃểẲềẆӷẳợạễपỚở׉ᩊửৼảềẟ
ỦẮểửྸᚐẴỦẇᴾ
Ⴘ೅ᾁὸॸࣱ၌धửờế܇ỄờửᏋớᚃӷٟỉʩ්ửờếẮểỆợẾềẆᐯЎẺẼᵍạẼỉܼଈẻẬầᒊẲỮ
ỂẟỦỉỂỊễẟểẟạ࣬ẟửσஊẴỦẮểầỂẨỦẇᴾ
ʼλϋܾὸᴾ
ṞᐯࠁኰʼửẲềờỤẟộẲỢạᾊӮ˟ᡶᘍỊჃᜱࠖầᘍẟẆᵒׅửẮỉἳὅἢὊỂᘍạẮểửˡảộẴẇᴾ
όӋьᎍỉӸЭỉπᘙỆếẟềẆἩἻỶἢἉὊửݭ᣻ẲҕӸỆẴỦẮểờỂẨỦẮểửˡảỦᴾ
ᴾ
ṟ᪯ဪỆᛅẲềờẟẟϋܾỆếẟềᛖẾềờỤẟộẴᾊᴾ
ӋьᎍỉỚễẰỮỆᾂЎᆉࡇỂẆ˴ỂờẟẟỉỂ᪯ဪỆᛅửẲềờỤẟộẲỢạẇᴾ
όӋьẲợạể࣬ẾẺẨẾẦẬὉ׉ẾềẟỦẮểὉ၏ൢửჷẾẺ଺ỉཞඞễỄẆᛅẲẺẟể࣬ạϋܾửấᫍẟẴỦᴾ
όӋьᎍầٶẬủịἂἽὊἩίᵓ῍ᵔʴᵍᵏ ኵὸửኵỚẆμՃầႆᚕỂẨỦợạỆẴỦᴾ
ᴾ
ṠᐯЎẺẼẻẬỂỊễẟểẟạॖᜤử̟ẲộẲỢạᾊᴾ
ᴾ ᴾμՃỉႆᚕửμՃỂᎥẪೞ˟ửờềẺẮểỆज़ᜓửᡓỔẆഏẦỤݲẲỂờ˴ẦᚐൿỉነӝầᙸếẦỦợạễἍ
ἕἉἹὅỆẲẺẟẮểửˡảềஜଐỊኳỪụộẴẇᴾ
όᛖẾềờỤẾẺσᡫẲềẟỦपỚở׉ᩊễẮểỆếẟềஇࢸỆộểỜểẲềᡓỔẆḛᐯЎẺẼܼଈẻẬỂỊễẟỉỂỊ
ễẟẦḜểẟạपỚỉσஊử׋Ủᴾ
ό၏ൢầᢌẾềờẆᐯЎẺẼểӷẳợạỆɧܤởբ᫆ửৼảềẟỦܼଈỉ܍נửჷỦئỆẴỦẇᴾ
ᴾ
 
஡मؚ୰ਞधधुपেऌॊেણभ୒ृੴ౩॑ٛ୘थैोॊ঻ٜदँॊ৕नुऊैઇॎैऩऐ
ोयऩैऩःभदघ؛ऽञؚ৕नुपधढथुٛ୘थॊ঻ٜदँॊ஡ऊै୰ਞधधुपেऌ
ॊ্১॑৾वऒधमदऌऩःभदघ؛ऒऒप஡৕ঢ়બभ୔खऔऋেगॊधઅइैोऽघ؛
⴫ 㧚∛᳇ߣะ߈ว߁ᆫ൓ࠍ⢒ߡࠆၮ⋚ߠߊࠅ RCTVⷫ↪ 
ᴾ
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䎃
ᾃׅႸᴾ ᾉᴾ ᵑ ׅỉἍἕἉἹὅỉộểỜửἧἼὊἚὊἁɶ࣎Ệᘍạẇ 
䎃
䎃
䰀࿁⋡䬛ⷫሶ䭷䮲䯃䮞䮂䮊䭾䮮䮺䬽ᦨ⚳࿁䬷䬹䭙䭍䬨䫻䯾䫺䯿࿁⋡䬽ീᒝળ䭡ㅢ䬦䬵⇼໧䬺ᕁ䬲䬮䬢䬷䭓⠨䬗䬮䬢䬷
䬹䬸䫺⥄↱䬺䭷䮲䯃䮞䬶⹤䭡䬦䬵䫺∛᳇䬷䬷䭑䬺䬑䭚⃻ታ䬺┙䬰ะ䬚䬲䬵䬓䬞᳇ᜬ䬰䭡㜞䭐䬵䭑䭘䬓䭍䬨䫻䭍䬮䫺䬢䬽䮂
䮊䭾䮮䮺䬶⍮䭙ว䬲䬮ⷫ䬮䬰䬽䬳䬹䬛䭙䬛䫺੹ᓟ䫺૗䬚䬽ᯏળ䬺ᓎ┙䬵䬵䬓䬲䬵䭊䬦䬓䬢䬷䭡વ䬗䬵⚳ੌ䬷䬦䭍䬨䫻䎃
 
 
䎃
䎃
䎗 ࿁⋡䬾䫺ో䬵䬽䮂䮊䭾䮮䮺䭡⚳䬗䬵ⷫ䬮䬰䬛ᗵ䬧䬮䬢䬷䬹䬸䭡⥄↱䬺⹤䬦䬵䭑䭘䬕⾆㊀䬹ᯏળ䬷䬹䭙䭍䬨䫻⥄ಽ䬽
⸒⪲䬶⠨䬗䬮䬢䬷䬹䬸䭡⹤䬦䬵䭑䭘䬗䭚䭗䬕䬹ㅴⴕᓎ䭡⋴⼔Ꮷ䬾䬷䭙䭍䬦䭖䬕䫻䬬䬦䬵䫺ળ䬽⚳ੌᓟ䫺୘೎䬺㕙ធ䭡䬨
䭚䬚䫺䬑䭚䬓䬾䮱䭩䭶䭾䮮䮺䮡䯃䮘䯃䭡Ḱ஻䬦䫺⸥౉䬦䬵䬓䬮䬯䬞䬚ุ䬚䬾ⷫ䬺ㆬᛯ䬦䬵䭑䭘䬓䭍䬦䭖䬕䫻䎃
䯴ᵈ䰆䮱䭩䭶䭾䮮䮺䮡䯃䮘䯃䬽ౝኈ䰆䡾䬙ฬ೨䫺䡿ㅪ⛊వ䫺䢀䰀࿁䬽䮂䮊䭾䮮䮺䭡ฃ䬠䬵䬽䬣ᗵᗐ䬹䬸䬣⥄↱䬺⸥タ䬦
䬵䬞䬯䬤䬓䫻䯵 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⴘ೅ᾆὸ࣬ବ஖ỉ܇ỄờểᚃỉẝụಮầᙐᩃỆễỦἳỽἝἌἲửྸᚐẴỦᴾ
Ⴘ೅ᾇὸᒊẲẟểज़ẳỦ଺Ị܇ỄờờӷẳợạỆᒊẲỚỆ᎑ảềẟỦẮểửჷụẆểờỆ᎑ảỦ᣻ᙲࣱửჷỦᴾ
ʼλϋܾὸᴾ
Ṟᵑ ׅỉἍἕἉἹὅửኳảềẆᙐᩃỆễẾềẟẪᚃ܇ỉ᧙̞ỆếẟềྸᚐửขỜộẲỢạᾊᴾ
ᚃ܇ỉྵཞởʖยỂẨỦᚃ܇ỉẝụಮỆếẟềẆܲᚇႎỆᙸếỦẮểầỂẨỦợạỆૅੲẲộẴẇᴾ
ᴾ
όᵑ ׅỉἍἕἉἹὅửኳảềẆൢỆễẾẺẮểὉܖỮẻẮểὉᎋảẺẮểễỄỆếẟềज़ेửᡓỔềờỤạᴾ
ό˴Ầپۡ᧓ở܇Ễờểỉ᧓ỂᎋảẺẮểẆൢỀẟẺẮểễỄẝủịᡓỔềờỤạᴾ
όܼଈỉ኷ởᚃ܇ỉऴደႎἅἱἷἝἃὊἉἹὅỉ᣻ᙲࣱửϐᄩᛐỂẨỦợạỆ̟Ẵᴾ
όҔၲᎍỉщử࣏ᙲỆࣖẳề͈ụỦẮểỊẆൿẲềܼଈỆщầễẟẮểửॖԛẴỦỉỂỊễẪẆᚃ܇ỉ᧙ࣱ̞ỆἩἻἋ
Ệ᧙ỪỦ᝻เỂẝỦểẟạྸᚐử̟Ẵᴾ
όỄỉợạễཞඞᵍᒊẲẟểज़ẳỦ଺ỂẝẾềờẆܼଈỂẮỉཞඞử៊ỮࢌụẆʈụឭảềẟẮạểẴỦۋѬầ᣻ᙲỂẝ
ỦẮểửˡảỦᴾ
ᴾ
ṟҔၲᎍỊ၏ൢểểờỆဃẨỦ܇Ễờểᚃỉဃ෇ửἇἯὊἚẲềẟẪ܍נỂẝỦẮểửˡảộẲỢạᾊᴾ
ᴾ ᴾ܇ỄờểᚃầẮủẦỤỉᧈẟʴဃỆấẟềẆẸủẹủỉщởܼଈểẲềỉщử᭗ỜễầỤ၏ൢểểờỆဃẨỦ
ဃ෇ửሰẟềẟẪἢἕἁỴἕἩửẲẺẟể࣬ẾềẟỦẮểửˡảộẴẇᴾ
ᴾ
όᑥẉễʈụឭả૾ầẝụẆʈụឭảỦộỂỉแͳ஖᧓ờẆẨẾẦẬờ૾ඥờẸủẹủᢌẾề࢘໱ỂẝỦẮểửˡảỦᴾ
όᚃ܇ỂʈụឭảỦểỊẆൿẲềẸủẹủầܔ཯Ệ᪴ࢌỦẮểỂỊễẟẮểẆẸủẹủỆᎋảỦ଺᧓Ị᣻ᙲỂẝỦầẆ
ẸủẹủỉᇌئỆᇌẾềʝẟỉᒊіở࣬ẟỆᚑủẆểờỆ៊ỚểỄộỦẮểầɟếỉነӝỂẝỦẮểửˡảỦᴾ
ό׉ẾẺ଺ỉᆸӝồỉᡲዂ૾ඥỉᄩᛐửˡảỦᴾ
όẮỉೞ˟ỆЈ˟ẾẺἳὅἢὊỊː᧓ỂẝỦẮểửˡảỦᴾ
ᴾ
ᴾ
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ᴾ
ᾂׅႸᴾ ᾉᴾ ḛ࣬ବ஖ỉ܇Ễờểᚃỉဃ෇ḜửἘὊἰỆẲẺѠࢍ˟ửᘍạẇ 
䎃
䯿࿁⋡䬾䫺∛᳇䭡䭑䬳ሶ䬸䭑䬛ᛴ䬞ᕁ䬓䭑⚫੺䬦䬹䬛䭘䫺ⷫሶ㑐ଥ䬛ⶄ㔀䬺䬹䭚䮨䭲䮒䮁䮧䭡ਛᔃ䬺䫺ⷫ䬮䬰⥄
り䬛┙䬰䬸䭍䬲䬵⠨䬗䬮䭙䫺ⷫ䬮䬰䬽䬄䬹䬫䬅䭡⺒䭎⸃䬞䬢䬷䬛䬶䬜䭚䭗䬕䬺䫺⍮⼂䬽ឭଏ䭡ⴕ䬓䭍䬨䫻䎃
䎃
䎃
䎃
䯿࿁⋡䭑䯾࿁⋡䬺ᒁ䬜⛯䬜ീᒝળ䬹䬽䬶䫺䡿䬷䢀䬽㑆䬺ભᙑ䭡䬷䭚䬹䬸䫺ⷫ䬮䬰䬽㓸ਛജ䭓㔓࿐᳇䬺ᔕ䬧䬵⺞
ᢛ䬦䬵䬓䬜䭍䬦䭖䬕䫻䭍䬮䫺ീᒝળ⚳ੌᓟ䬺䬾䫺ᰴ࿁䯴䰀࿁⋡䯵䬽ᣣข䭙䭡᳿ቯ䬦䬵⚳ੌ䬷䬹䭙䭍䬨䫻䎃
䎃
䎃
䎃
Ⴘ೅ᾄὸ၏ൢểểờỆ࣬ବ஖ỆᐱỦ܇ỄờểᚃỉẝụಮầᙐᩃỆễỦἳỽἝἌἲửྸᚐẴỦẮểầỂẨỦᴾ
Ⴘ೅ᾅὸܼଈỉ኷ử̬ẼễầỤẆܼଈỂբ᫆ửʈụឭảềẟẪۋѬửờếẮểầỂẨỦᴾ
ʼλϋܾὸᴾ
Ṟ၏ൢửờế܇Ễờểᚃỉ᧙̞ầᙐᩃỆễỦྸဌίᾂὸửჷẾềờỤẟộẲỢạᾊᴾ ᴾ
࣬ବ஖ỉ܇ỄờỉੵủѣẪ࣎ྸờီࠝỂỊễẟẮểửჷẾềờỤẟộẴẇᴾ
ᴾ
όᇹᾁഏࣱࣉểӒ৴஖ỆếẟềᛟଢẴỦί܇Ễờỉ៲˳ἅὅἚἿὊἽज़ᙾửឬảỦἭἽἴὅἢἻὅἋỆợỦɧܤܭज़ễỄὸᴾ
ό࣬ବ஖ểỊẆʻộỂྒࢽẲềẨẺज़ᙾầੵỦầẰủỦ଺஖ỂẝụẆẐᐯЎểỊ˴ᎍễỉẦẑỆьảềẆẐ˴૏ẆᐯЎỊ၏
ൢỂẝỦỉẦẑửᎋảềẟẪ଺஖ỂẝỦẮểửᛟଢẴỦᴾ
ό܇Ễờỉ၏ൢầẝỦဃ෇ửẐ᪴ࢌụẺẟ࣬ẟẑầẆᐯЎỉẺỜỂỊễẪᚃỉẺỜỆễỦẮểỂ᪴ࢌụầዓẦễẪễỦẮểᴾ
όᅈ˟ầờế၏ൢỆݣẴỦẐἋἘỵἂἰẑỊẆ၏ᎍỂẝỦ܇ỄờểẆͤࠝᎍỂẝỦᚃểỉॖᜤửࢍỜềẲộạẮểᴾ
όẐ࿿ảẑểỊẆ၏ൢửờế܇ỄờầᚃỆяẬử൭ỜỦɟếỉᘙྵỂẝỦẮểẆộẺẆᚃᐯ៲ẆẮỉ࿿ảửỄỉợạỆӖẬể
ỜềẟẟẦỪẦỤễẟẺỜỆẆᚃ܇ỉ᧙̞ầᙐᩃỆễỦẮểửᛟଢẴỦᴾ
ᴾ
ṟ၏ൢửờế܇Ễờểᚃỉ᧙̞ầᙐᩃỆễỦྸဌίᾃὸửჷẾềờỤẟộẲỢạᾊᴾ ᴾ
܇Ễờểᚃểỉ᧓ỆẆ၏ൢởၲ᫱ඥỆݣẴỦᛐჷỉἌἾầဃẳởẴẟẮểửᛟଢẲộẴẇᴾ
ᴾ
όᚃ܇᧙̞ầᙐᩃỆễỦỆếủềẆᚃ܇ỉ᧓ỂԡὉၲ᫱ဃ෇ὉݩஹỉᙸᡫẲễỄỆἌἾầဃẳẆʻộỂỉဃ෇ίᚕᓶỆẲ
ễẪềờᡫẳềẟẺᚃ܇ỉ࣬ẟὉ၏ൢởၲ᫱ඥỆếẟềᛅẰễẪềờܤܭẲẺဃ෇ὸầᡛủễẪễỦẮểửᛟଢẴỦᴾ
όᚃ܇ầẸủẹủỆৼẪ࣬ẟửᨨẲềẆʻộỂỉဃ෇ửᡛỨạểẴỦẮểỂẰỤỆᚃ܇ỉᙐᩃẰầفẴẮểửᛟଢẴỦᴾ
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慢性疾患をもつ思春期の子どもと親の生活を
支える看護介入【病気と向き合う姿勢を育てる
基盤づくりpart.１】､ 【病気と向き合う姿勢
を育てる基盤づくりpart.２】は､ 思春期の子
どもと親の介入時期を見極めて介入することが
前提であるとともに､ 捻れに移行する前の親子
や捻れに移行している親子において介入方法を
変更することが特徴である｡
１. 思春期の子どもと親に介入すること・しな
いこと (見守る姿勢) の見極めの重要性
思春期の子どもは､ 認知発達段階としては形
式的操作位相であり､ 現在のことを､ 過去を踏
まえて未来を予測し､ 論理的に物ごとを捉える
ことができる２)｡ また､ 慢性疾患をもつ子ども
を育む親は､ 子どもを守りたい思いをもちなが
らも､ 病気ではない親が病気をもつ子どもを完
全に理解できない､ あるいは､ 子どもを守りき
れないという思いに駆られる等､ 様々な思いを
抱いている３)４)｡ 研究協力者からの意見にもあっ
たように､ 思春期の子どもと親に介入すること
で､ 親子の間に生じる捻れの移行を早めたり､
複雑にしてはならない｡ この現象は､ 慢性疾患
とともに生きる彼らの歩みの中で必ず起こり､
親子は親子のペースで滲み出される苦悩に立ち
向かい､ 乗り越えていくことが課題である１)｡
したがって､ 本研究の看護介入プログラムは､
思春期の子どもと親が､ この課題に取り組むこ
とができるように､ そのサポートをするものと
して位置づけたい｡ したがって､ 思春期の子ど
もと親に看護介入プログラムを活用するという
ことは､ 看護者が､ 親子がおかれている現状を
捻れという観点から理解した上で､ 彼らが辿る
軌跡をアセスメントする必要性があると言える｡
よって､ 思春期の子どもと親の思いを看護師と
の対話からくみ取りながら､ 彼らの求める支援､
それが情報提供であったり､ 一緒に考えること
であるとした本研究結果を､ 継続的な支援の具
体案として提案できると考える｡
２. 捻れの必然性に対する思春期の子どもと親
へ看護介入することの意味
思春期の子どもと親が慢性疾患をもちながら､
生活を営む中で生じる捻れの現象に焦点を当て
た介入時期を２つに分けて､ 看護介入すること
の意味について考える｡ まず､ 捻れの現象に移
行する前の思春期の子どもと親は､ 捻れの存在
には気付いていない｡ しかし､ 捻れに移行して
いく際に､ 慢性疾患をもつ思春期の子どもと親
にとって､ 本研究が基盤とした既存の研究結果
より､ 思春期の子どもと親の命の捉えに対する
ずれが､ 病気に対する脅威を強めることになり､
捻れに移行することが明らかになった｡ 鈴木５)
や平林６)の研究結果からも､ 子どもと親は将来
に続く日々の先に命を捉えていたことが明らか
にされている｡ したがって､ 慢性疾患をもつ思
春期の子どもと親にとって､ 命を守る意識は常
に子どもの育ちの中に存在を潜めており､ その
命の見立てに親子の相違が最小限になるように
看護介入することによって､ 捻れの現象の複雑
化を防ぐことになると考える｡ この様な親子の
ずれを最小限にすることに､ 本研究結果である
【病気と向き合う姿勢を育てる基盤づくりpart.
１】は貢献すると考える｡
一方､ 捻れに移行している､ あるいは､ 捻れ
に移行している可能性の高い思春期の子どもと
親は､ 今まで通りの生活を送りたいが送ること
が出来ない現実に直面せざるを得ず､ 親子の間
から苦悩を滲み出していく｡ この苦悩に対峙す
ることが親子の課題となるが､ 課題への取り組
み方には思春期特有の特徴を踏まえなければな
らない｡ すなわち､ 思春期の子どもと親を分け
た介入の必要性である｡ 本研究結果である【病
気と向き合う姿勢を育てる基盤づくりpart.２】
は､ 思春期の特徴を踏まえたプログラムであり､
思春期の子どもが看護師との個人面談を継続的
に受ける中で､ 病気をもつ私が私であるという
アイデンティティを子ども自身が確立していけ
るように支援することを目的としている｡ 支援
期間は長期に及ぶ場合もあると考えられるが､
その時をともに存在し続けることで､ 無配慮や
無関心の意味をもつ苦悩に至ることなく､ 苦悩
に立ち向かっていくことができると考える７)｡
また､ 親においても､ 親同志の意見交換や病気
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に関する勉強会だけでなく､ 思春期という特徴
から子どもを理解する術を身につける内容を学
ぶことにより､ 子どもを客観的に捉えようとす
る力に貢献すると考える｡ このように､ それぞ
れの看護介入を通して､ 思春期の子どもと親が､
互いに滲み出す苦悩を理解し､ 苦悩を解いてい
くことができるような時をともに看護師は存在
し続けることに意味があると考えられた｡ よっ
て､ 【病気と向き合う姿勢を育てる基盤づくり
part.２】は彼らに関わる看護師､ 並びに主治
医等の医療者と協働しながら､ 継続的な支援が
実現できるように体制整備をしていくことが課
題であると考える｡
	
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本研究結果である､ 看護介入プログラム内容
の具体性 (例えば､ ＜親グループセッション＞
の勉強会のテーマごとのプレゼンテーション資
料の作成等) は､ 今後詳細に作成する必要があ
る｡ また､ 今回得られた【慢性疾患をもつ思春
期の子どもと親の生活を支援する看護介入プロ
グラム】を現段階で一般化することは難しく､
さらなる洗練化が必要であると考える｡ また､
実現可能性を高めるためにも､ 協力の得られた
施設の特徴を踏まえ､ 対象疾患を絞り､ １事例
から本研究結果である看護介入プログラムを展
開し､ 評価することが今後の課題である｡
 
慢性疾患をもつ思春期の子どもと親の生活を
支える看護介入プログラムの開発として､ 【慢
性疾患をもつ思春期の子どもと親の生活を支え
る看護介入プログラムの手引書】を作成したが､
その中に親子の参加意思が前提であることを強
調したことで､ 介入の強制を防ぎ､ 親子のペー
スを見守る介入計画で進めていくことができる
ものとなった｡ さらに､ 看護介入プログラムを
進めていく中で､ 介入回数やペースを変更・修
正していくことが実施上､ 重要であることの示
唆を得た｡ 具体的な看護介として以下の内容に
ついて有用性はあると考える｡
・【慢性疾患をもつ思春期の子どもと親の生活
を支える看護介入プログラムの手引書】
・【病気と向き合う姿勢を育てる基盤づくり
part.１】
・【病気と向き合う姿勢を育てる基盤づくり
part.２】
 
面接調査にご協力いただきました看護部長様
ならびに小児看護CNSや小児看護師の皆様に心
から感謝申し上げます｡
本研究にご協力いただきました研究協力者の
皆さまに深く感謝いたします｡ また､ ご指導い
ただきました中野綾美教授に深く感謝いたしま
す｡ なお､ 本研究は科学研究費補助金2008年・
2009年度若手研究 (スタートアップ【課題番号：
20890202】) を受けて行った｡
引用参考文献
１) 高谷恭子：慢性状態にある思春期の子ども
と親が辿る構図､ 平成20年度 高知女子大学
大学院博士論文､ 2008.
２) Piaget,J／滝沢武久：思考の心理学､ みす
ず書店､ 1964／1988.
３) 村田恵子､ 草場ヒフミ､ 小野智美他：慢性
病児を療育する家族の燃えつきと家族ストレ
ス・家族対処・家族機能の関連－燃えつき危
険群と健全群との比較において－日本小児看
護学会誌､ 8(2)､ 46-52､ 1999.
４) 太田にわ編著：病いの子どもと家族が癒さ
れるケア､ ふくろう出版､ 20-25､ 2002.
５) 鈴木真知子：人工呼吸器を装着した子ども
の在宅療養を選択する親の認識に関する研究－
認識の変容過程－､ 日本看護科学会誌､ 15(1)､
28-35､ 1995.
６) 平林優子：在宅療養を行う子どもの家族の
生活の落ち着きまでの過程､ 日本小児看護学
会誌､ 16(2)､ 41-48､ 2007.
７) Travelbee. J.／長谷川浩､ 藤枝知子訳：
Interpersonal Aspects of Nursing人間対人間の
看護､ 医学書院､ 1974／1985.
― 98 ―
